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研究の概要 

ソフトデータとハードデータの相互関係から見た景気実態の構造的理解の研究 

と先行性を検証する。さら

に、SNS 分析による「世間の

風」の可視化を補完的に用

い、政策当局の情報収集・発

信の在り方を再考する。こ

れにより、景気認識の多層

性を明らかにし、柔軟かつ

市民感覚に即した政策設計

への示唆を導出する。   

【実学へのつながり】•ソフトデータとハードデータの相関分析を通じ、生活者感覚と統計指標の乖離を可視化。  

•政策判断や企業戦略に直結する「実感経済」の把握方法を提示。 

【産業界・自治体へのアピール】•物価や景気変動に対する市民心理を早期に捉え、需要予測や価格戦略に活用可。  

【協力可能事項】•産業界・自治体向けの説明会や研修での知見共有 

【協力希望事項】•政策立案や地域振興に関する共同研究・実証プロジェクト 

SDGs目標 8：働きがいも経済成長も 

本研究は、ソフトデータとハードデータの相互関係から景気実態を構造的に理解することを目的とする。GDP や鉱工業生産

などの統計的に整備されたハードデータは政策判断の基盤となる一方、生活者の心理や期待を反映する景気ウォッチャー調

査や生活意識調査といったソフトデータは、物価変動や景気局面を先取りする可能性を持つ。本研究では、ソフトデータの

時系列的特性に着目し、消費者物価指数（CPI）との時差相関分析を通じて、街角景気と生活意識調査が示す異なる相関方向 

景気ウォッチャー調査と CPIの時差相関 
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右図 経済政策決定プロセ
スの構造整理（情報源・政策
判断・外部的影響） 生活意識と景気ウォッチャー調査の時差相関 

https://researchers.thu.ac.jp/thu/detail.html?systemId=fd5290542aea60ec520e17560c007669&lang=ja&st=researcher

